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２１ 

・・・・ＯｔｈｅｒＯｔｈｅｒＯｔｈｅｒＯｔｈｅｒ    ｍｅｓｓａｇｅｍｅｓｓａｇｅｍｅｓｓａｇｅｍｅｓｓａｇｅ    ｇｒｏｕｐｓｇｒｏｕｐｓｇｒｏｕｐｓｇｒｏｕｐｓ  

貴局が設定した「ｍｅｓｓａｇｅ ｇｒｏｕｐｓ」宛てのメッセージを表示します。お馴染み同士でグループ名を決めておけば、 グループ内

の掲示板として使用できます。 ［Ｓｅｔｕｐ］→［Ｍｅｓｓａｇｅ Ｇｒｏｕｐｓ］で、「Ｇｒｏｕｐ」を作成することが出来ます。 

貴局が上記のどの表示ウインドウを見て

いても、全ての表示は常に更新されてい

ます。 

「Ｆｒｏｍ」、「Ｔｏ」に表示されているコール

サインをダブルクリックすると、そのコール

サインが自動的に送信ウインドウの「Ｔｏ」

ボックスに入力され、カーソルは「Ｔｅｘｔ

（送信テキスト）」ボックスに移動します。ウ

インドウ中のメッセージを右クリックすると、

その受信日付と時刻が示されます。 

【【【【メッセージメッセージメッセージメッセージのののの履歴欄履歴欄履歴欄履歴欄】】】】    

中段は、貴局が送ったメッセージの履歴を表示しています。この中の「Ｓｔａｔｕｓ」列は、

貴局が送信したメッセージの現在の状態を示しています。２つの桁はメッセージが送信（リトライ）された回数をその状態とともに示

しています。 

「Ｙ」：宛先局からのＡＣＫを受信したとき。 

「Ｎ」：宛先局からのＡＣＫが受信出来なかったとき。（ＲＦ経由のメッセージ送信では、この表示の場合でも相手にメッセージが届

いていることがあります。） 

「Ｈ」：宛先局へ送ろうとした以前のメッセージがまだ送信（リトライ中含む）完了していないため、今入力して送信しようとしたメッセ

ージは送信保留（待機）されている状態です。（ＡＰＲＳフォーマットの時のみ表示） 

「Ｎ」示になっているメッセージは、それをダブルクリックすることによって、再度、再送シーケンスに移行させることができます。 

【【【【メッセージメッセージメッセージメッセージ送信欄送信欄送信欄送信欄】】】】    ＜図５５＞    

最下段は、「Ｔｅｘｔ（送信）ボックス」です。 

・・・・ＴｏＴｏＴｏＴｏ  

宛先局のコールサインです。ドロップダウンリストには貴局が過去（ＵＩ－ＶＩＥＷ３２起動

後）にメッセージ交換した局がリストされます。宛先を「ＥＭＡＩＬ」とすることで、Ｉｎｔｅｒｎｅｔに対してＥ－ｍａｉｌを送ることも出来ます。 

・・・・ＰｏｒｔＰｏｒｔＰｏｒｔＰｏｒｔ  

メッセージを送るポートを指定します。ＡＰＲＳ－ＩＳ接続の場合は「Ｉ」。（これは、よく「１」と間違えられています。ＡＰＲＳ－ＩＳ接続で

メッセージが送信できないときは、ココが「Ｉ」になっていることを再確認願います。）ＴＮＣ接続の場合は複数ポートを利用していな

い限りここは「１」です。 

ポート「Ｉ」を指定している場合は、「Ｄｉｇｉ ｆｉｅｌｄ（デジピーター指定欄）」は入力不可になっています。 

・・・・ＤＤＤＤｉｇｉｉｇｉｉｇｉｉｇｉ    

ＴＮＣ接続で無線発信する場合に、ここでメッセージ送信のためのデジピーター（無線経路）指定が出来ます。 

ＵＩ－ＶＩＥＷ３２は各宛先局宛の最後に成功したメッセージ送信時に使用したデジパス（経路）を記憶しており、ディフォルトではそ

＜図５４：Ｍｅｓｓａｇｅ Ｗｉｎｄｏｗ＞

＜図５５：メッセージ送信欄＞ 


